
に個人補償を求めるような融資は

おかしい。その意味でも、「ベン

チャー投資」に資金が流れるよう

にすべきなのです。資金が集まれ

ば、当然、優秀な人材も集まって

きます。その中からベンチャーキ

ャピタリストが育ってくるのが理

想です。

他にも、教育や科学技術振興予

算の使い方など、やるべきことは

いかにも多い。ただし、長期的に

いちばん大事なことは、エンジェ

ル税制を入り口にして、「誰もがベ

ンチャー投資に参加できる」とい

う考え方に変えていくことです。

日本ではベンチャーキャピタリ

ストが育ってきていませんし、ベ

ンチャーのコーポレート・ガバナ

ンスも不十分だと思っています。

こうした面で、会員の皆様は有効

な経営リソースでいらっしゃるわ

けで、経験や見識を踏まえ、やっ

ていただけることはあまりに多い

と思うのです。提言に納得いただ

けたならば、社外取締役やアドバ

イザーに就いていただくなど、実

践できることをぜひお願いしたい

と思います。
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1999年に「中小企業基本法」が

抜本改正され、中堅・中小企業の

新たな挑戦を促進させる方向性が

示されました。ところが実際の政

策はその理念に追いついていませ

ん。競争原理に基づき、専門性を

持つユニークな企業などが新たに

参入し、活躍できる仕組みにして

いかなければなりません。米国が

そうであったように、大手企業の

業績回復と中堅・中小企業の新陳

代謝促進と活性化を図ることで、

国全体の経済の厚みを増し、本格

的な景気回復へとつなげるべきで

す。日本の新規事業創造はまだま

だ弱く、何とかしなければならな

いという認識です。

課題は多岐にわたりますが、最大

かつ最優先のテーマはエンジェル

税制の解体的再設計だと考えます。

ベンチャーは成功する確率が低く、

「融資」ではなく「投資」という形

での資金調達があるべき姿です。

その時に、国民全体で支援しよう

という意味で、税制面からベン

チャー投資をしやすくする制度に

変えるべきだと提案したわけです。

政府が新事業創造で日本経済を活

性化していくと本気で考え、早急

にエンジェル税制の解体的再設計

に取り組んでほしいと思います。

もうひとつ、「人」の問題も重要

です。先ほどの中小企業の新陳代

謝で言えば、企業という器は淘汰

されても、経営者を含め、そこで

働く人々が再生できるようなセー

フティネットを整えなければいけ

ません。また、起業段階で経営者

ベンチャーに金が集まれば、
自ずと人材も集まり育つ

最も重要で最優先すべきは
エンジェル税制の再設計
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エンジェル税制を突破口に
新事業創造で経済活性化を

（インタビューは6月4日に実施）

副委員長（役職は4月15日現在）
・秋池玲子
（ボストンコンサルティンググループヴァイス・プレジデント）
・足立直樹
（凸版印刷取締役社長）
・中井戸信英
（住友商事取締役副社長執行役員)
・辺見芳弘
・水上博和
（あおぞら銀行取締役社長）
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※提言は19～20ページに掲載。


